


あいさつをせ ょとい ぅのが ,

御要望である。

編集係 田隅さんからの  重であったと思 う。

御記憶の方 も多い と思 うが20数年昔,無機 。分析

化学研究室は,木村健二郎,南英一両先生を中心 と

して,か なりの大所帯を形成 していた。その中で学

んだ研究の基礎,そ して知 り得た良き先輩,同僚 ,

後輩との人間関係は,当然のことながら,その後の

私に極めて大 きな影響を与えた。『 フッ素の分光化

学分析並びに地球化学的研究 』で学位をいたゞいた

翌年の昭和30年 9月 に,例の フルプライト交換研究

員として始めて太平洋を渡った。今 と違つて直 ぐに

休職にならず,現職の助手であった。既に渡米され

ていた黒田和夫先生が ,ア ーカンソー大学の化学科

に居 られ,同科物理化学教室の R Kruh教 授 と半

年熔融塩の仕事を した。翌31年 3月 にハーパー ド大

学 lFC移 つたのだが ,こ の間南部の未開か も知れない

が,風光明美なオザーク山系lFC近い小さな大学都市

で生活することが出来た経験は大変貴重 なものであ

った。その後十数年間,主 として北部のポス トンで

暮す ことになつたのだけれども,今だにアーカンソ

ーの暖かい人情と,明 るい美 しい自然を忘れること

が出来ない。東北部の有名大学に一二年留学 して ,

アメリカを見て来たとい う風には思わないように し

てほ しい。黒田先生は,その後一時アルゴンヌ国立

研究所rC移 られたが,す ぐに戻 られ現在 もアーカン

ソー大学で教鞭をとつて居 られる。

昭和 31年 3月 から,ハ ーバー ド大学医学部所属の

生物物理研究所でB.L.Vallee教授と生体中の微

量金属に関する実験を始めた。これがそ もそ も私が

勉強 したいと考えていた分野であって,地球化学の

中では生物地球化学の中に入るし,叉標題に書いた

生物無機化学又は無機生物化学 とも極めて縁の深い

研究分野である。 しか し,当時はこの ような呼び名

は未だ存在 していなかつた。

仕事の内容をここで述べているわけにゆかないが

月日が実に早 くたつので驚いた。この間スプトニッ

クにしげきされて始つたスペース科学,二重 らせん

に象徴 される生命科学の始まりを身近に感 じたこと,

又分光分析の分野で,原子発光か ら原子吸光への移

転を文字通 り体験することが出来たこと等は大変貴

一_年の期間では到底不足なので,も つと長期間

仕事を続けなぃかとい う話が当然出て来た。フルブ

ライ ト交換の義務を果さねばならない こと,現職の

助手であることと相容れないことであるから,簡単

に決心することは出来なかつた。悩んで如た時 1/C,

丁度都合 よ〈,斎藤信房先生がボス トンに立寄 られ

た。昭和32年の秋であったと思う。御相談 した処私

が決めてあげようと,Vallee先生と会談をさォ崚 。

その結果は,『 ここの研究は大変興味あるものであ

るから引続 きボス トンで仕事を続けるよう1/C。 化学

教室に対 しては私が戻って話をつけて置 こう』とい

う簡単に して且明瞭な ものであった。その時の こと

を斎藤先生は余 夕よくかぼえて居られぬ ようである

が ,独 り者で異境にあった私にとつては,やはり重

大な決定であつたので,非常にはつきりと記憶 して

いる。迷つては居たけれども,私 自身のサブコンシ

ャスと相反するものではなかつたので,その通 りに

実行することとなり,更に十年余 bを ボス トンで暮

した。

昭和44年の春に農芸化学科1/r新 設された分析イヒ学

研究室に戻ることになつた時は ,やは り学ぶべきこ

とは大体学んで,飽 きていたということと,高度成

長 した日本がすばらしいとい う話を廻 夕で盛んにす

るものだか ら,珍 しい東洋の国に行つて見 ようとい

うFuH胃 アメボクの意識が大分 あつたように思 う。従

って帰つて始めの頃かなりかかしな言動 と失言をし

て,ま わりに御迷惑をかけたようである。 しかし農

芸化学科の数年間 も私にとつて極めて有意義な,楽

しい年月であつた。教室の皆様に深 く感謝 している。

そ して昨
"年

10月 より古巣の化学教室に叉お世話

になることになつた。30年 9月 よ多数えて丁度2o年

目である。起伏のある長い大 きなル ープを通つて元

の処に戻って来たとい うのがいつわらざる心境であ

る。相変 らず古い赤 レンガの建物の所為 もあるか も

知れない。赤松秀雄,島村修,森野米三等の諸先生

が既に御退官 であるのは淋 しいけれども,ま だまだ

尊敬する良 き先輩 ,同僚が居 られ,何 よりも沢山の

若い学生諸君が居る。残 された年月を何か有意義に

使いたいと考えている。




